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■ۙϤʔϩούͷൽֵ■
̐ɽΫϩϜֵɾΞϧϛχϜֵ

元ւಓ大ֶֶڀݚՊ　೭　Ұত

̍ɽ͡Ίʹ
明（アルϛニウム）鞣しは২物タンニ

ン鞣しと同様にل元前3000年頃から始まっ
たとされている。アルϛニウム鞣剤は皮
ന質（コラーゲン）との結߹が弱く、水
性やٱ性にྼるので、他の鞣剤とのコン
Ϗネーシϣン（ෳ߹）鞣しが一般తに行わ
れた。触感や性状の༏れた革が製造され、
靴や手ା、鞄等に使用された。しかしなが
ら19ੈل後に։発され、発లしたクロム
鞣しはその処理法の簡便性ならびに製品
革のٱ性や多様性等からٸにੈ界తに
普及した。クロム革はタンニン革やアルϛ
ニウム革を྇կし、ओཁな革となり今日に
。っているࢸ

̎ɽϘοΫεΧʔϑɾϘοΫεαΠυ
Ϙックスカーϑ（BoY DalG）は上͛方

法に特৭のあるڇࢠ皮のクロム鞣し銀付き
革であり、一般తにはࠇ৭で、し΅付けに
よる࢛֯形のしわ様があるが、いろいろ
な৭にછ৭され、銀面の状態もฏである
ものやܕԡしたものもある。৭物革は一般
తにはウΟローカーϑ（8illoX DalG）とশ
するが、イΪリスでは、ࠇ৭の革をϘック
スカーϑ、৭の革をウΟローカーϑとশ
している。全体తには膨らみのあるしなや
かな感触、ద度のݎさおよびҾ྾強さを有
した銀面のきめࡉかいඒしい革である。大
きさが0�7ʙ1�2ᶷ、ॏさが0�7ʙ2�5ᶵ、厚さ
が0�6ʙ1�8ᶱ、ࢷ含量が2ʙ6ˋくらいで

ある̍）。ओに靴ߕ革として使用され、その
他にカバンなどに使用される。Ϙックスα
イド（BoY side）はڇ皮（15ʙ25 Lg）を使っ
て同様に製造した厚さ1�6ʙ2�5ᶱくらいの
革である。

1893年にσニスがクロムの一ཋ法を։発
して以来、クロム鞣しが目֮ましく発ల
し、Ϙックスカーϑは1898年以߱アメリカ
で生産された、特ผなしわ様のあるࠇ৭
のクロムカーϑにରする໊শであった。
BoYの由来は明֬では無いが、Ϙストン（ア
メリカ）のϗϫイトϒラβー社のശの中
のڇࢠを表した商ඪ、あるいはそれ以前ま
で製品革をৎ夫なࢴでแしてૹ、อ
していたのを、格ࢠの木ശに代えたことに
よるとえられている２）。20ੈلॳめ頃に
は、それ以前までߕ革のओ流であった明
と食塩、小ഴค、ཛԫのࠞ߹ӷを用いたグ
レイス鞣し（本ࢽ No�167ɼ1� 2）のシϟϒ
ロー革や২物タンニン鞣しのϑΝール革に
代わり、ϘックスカーϑやϘックスαイド
がओ流となった。日本では、明34࣏年（1901）
頃にアメリカからശ印Ϙックス、明࣏ظ
に༄印ウΟローカーϑが༌入され、明35࣏
ʙ36年頃にはドイπからแࢴに銀৭の
マークの付いた銀Ϙックスカーϑが༌入
された３）。

クロム鞣しの߹、脱毛ɾ脱灰ɾϕーチ
ングの準備工程はタンニン鞣しと同様であ
るが、鞣製前に、硫酸と塩を用いたਁ酸
（ピックリング）を行う。これはクロム化
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߹物の皮のਁಁと結߹にదした酸性状態
にするためである。クロム化߹物はアルカ
リ性にすると఼する。鞣製方法は塩化ク
ロムや硫酸クロム、クロム明等を用いた
一ཋ法またはॏクロム酸塩を用いたೋཋ法
であるが、一般తには前ऀであった̍ɼ̐ ）。
ॳ、薄いӷで鞣し、30分後くらいにクロ࠷
ムӷを追加する。一൩੩ஔしてཌ日取り出
し、رϗウ࠭溶ӷで水ચし、さらにਅ水で
水ચする。加ࢷ方法もいろいろな加ࢷ剤の
み߹わせがあるが、٭ڇ༉とཛԫのࠞ
߹物をシΣーϏング（ཪり）ॏ量の5ʙ
10ˋ量を使用するのが全てにదしている。
この他に୫༉、σグラス、ѥຑਔ༉、ᤘ

ㆲ

ຑ
ㆾ

ࢠ
㆗

༉
㇆

、オリーϒ༉および石ݨなどがある５）。
છ৭はロッグウッドந出ӷにਁ௮し、࣍い
で、およびޒഒࢠのࠞ߹ӷにਁ௮
してࠇくする̐ɼ̒ ৭છ料や他の৭のછࠇ。（
料も使用される。৳ばし後、٭ڇ༉をృっ
てから、にషってס૩する。࣪ったおが
ᷲで革を࣪らせてからグレージング（ロー
ラーのຎࡲによるԒ出し）し、࣍いで、ニ
グロシン、݂ڇӷ、グリセリンおよびアン
モニアのࠞ߹ӷを用いてシーズニング（中
間ృ）し、࠶度グレージングする。シー
ズニングにはロッグウッドとのࠞ߹ӷ
やછ料、ཛന、ڇ乳なども使用される。し
΅付けは頭からඌとෲからෲのೋ方向
に行う。さらにシーズニング、グレージン
グおよびし΅付けをܰく行う。

Ϙックスの໊শが付いた革はいろいろ
ある̍）。Ϙックスキップス（BoY LiQs）は
東インドのこぶڇの革、スϙーπϘック
ス（4QoSt boY）はࢷ分の多いし΅付き
あるいはܕԡし革、μルϘックス（%ull 
boY）はࢷ分が多くޫのないܕԡし革
である。またバϑΟング（銀ຏり）したϘッ
クスαイドにࣅたものをシュライϑϘック
ス（4DhleiGboY）とশする。

̏ɽΤφϝϧֵ
エφメル革（&namelled leatheS）はタン

ニン鞣しあるいはクロム鞣しのڇ、അ、
༽およびࢁ༽の革を何度もృし、弾力性
や水性のあるບでඃ෴したۃめてޫの
ある革であり、՚ඒな靴や小間物、അ具、
ຈ、家具などに用いられている。この革の
製造は上͛方法に特৭があり、その処
方がݧܦによるものであり、ൿີにされる
こともあった。エφメル革はジϟパン革
（+aQanned leatheS）あるいはパςント革
（1atent leatheS）ともশされる。1780年
にイΪリスにおいて、ܰ石などでฏにし
た肉面にإ料とࣽした༉をృる上͛法
が։発された̓）。+aQanned leatheSは࣫を
ృった革とも༁されるが、日本ではಸ良࣌
代の࣫をృった皮ശや靴、അ具等がਖ਼Ӄ
にऩଂされている。この上͛方法に1799
年に特ڐが取られたことにより、パςント
（特ڐ）革とশするようになった。その
後1801年にϑランスにಋ入され、 1805年に
ѥຑਔ༉、ܵ༉、അグリースおよび༉Ԏの
ࠞ߹物を使用する特ڐが取られた８）。しか
し、当࣌そのはൿີであり、࣮ࡍにこ
のジϟパン革が࠷ॳにࢢに出たのは1822
年であり、1835年には製造法がվળされ、
大きく発లした。その後ドイπにおいて
キッド（ࢁࢠ༽革）生産とڞに発లした。
1837年以߱、銀面を同様にృする方法が
とられた。1900年頃までは、২物タンニン
鞣しをしたڇࢠ革の肉面を上͛するのが
ओ流であった。銀面をॏཁࢹしなかったの
で、銀面のଛইした皮やロシアからの༌入
カーϑס皮が用いられた。その後、クロム
鞣し革の銀面を上͛した革がアメリカか
らࢢに出るようになり、1930年代以߱で
はࢢの大部分をめた。

ృӷの基本はѥຑਔ༉であり、これは
ۭ気中の酸素をٵऩし、ס૩して弾性ゴム
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のようになる性質がある。前もってࣽ
するとס૩がૣまる。酸化をଅ進させるた
めに、ࠠ੨、ີ

ㆿㆤ

ଫ
ㆠ

ૐ
㆝ㆄ

、നԖ、ԫ等の酸
化ۚଐをఴ加する̕）。使用量は用いる༉の
ॏ量にରするۚଐのॏ量ൺが、మ化߹物で
は0�9ˋ、Ԗ化߹物では0�6ˋである。
༉をৠ気佂で底からۭ気をಋ入しながら
116ˆで3ʙ4࣌間加してから、酸化剤（ס
૩剤）をఴ加してృӷすなわち༉ϫニス
をௐする。加Թ度や࣌間、分は
֤工においてҟなる。大の革はഗやࠠ
੨でࠇ৭や੨৭に上͛るが、ന৭にはԖ
നやѥԖന、৭にはछ々のԫ、৭に
はϕンガラ、৭には੨が用いられる。

使用する革は準備工程でे分脱ࢷするこ
とやృ前に肉面や銀面をバϑΟングして
ฏにすることがॏཁである。これはۉ一
なృやޫを出すためである。床革も使
用される。イΪリスでは大きな൘に革をఝ
でுり付け、ドイπやϑランス、アメリカ
ではにスクリューやトグルでுり付けて
から、ృӷをృり、ס૩ࣨでסかし、そ
の後、日ޫに当ててからܰ石をかける。２
度目からのృはςルϖチンやアルコール
で少し薄めたり、分をมߋしたりして、
基本తには下ృり、中間ృり、上ృりの
３ճ行う。࠷終తには༽毛でຏいてޫを
出す。

ѥຑਔ༉ϫニスの代用として、1897年に
ニトロセルロース（化໖）が使用される
ようになり、1920年頃にはく普及してい
た̕）。これはߴԹで処理する必ཁが無いの
で、ྫྷϫニスとশした。この性質は用いる
溶ഔによってҟなり、࠷ॳに用いられたの
はਣ酸アϛルであったが、その後、いろ
いろな溶ഔが使用された。溶ഔはߴ価なの
でرऍ剤として、ञ精剤（ش発性アルコー
ル）、ϕンκール、トルエンおよびキシロー
ルが使用された。1955年頃からは、メラϛ

ンथࢷやイιシアン酸塩を基本としたϙリ
ウレタンの߹ϫニスが反応性ϫニスとし
て使用されるようになった。

̐ɽυϯΰϥֵ
ドンゴラ革（%ongola leatheS）はڇࢠ皮

やڇ皮、അ皮を明と২物タンニンでෳ
߹鞣しをした柔ೈでৎ夫な革であり、ओに
革に用いられた。ドンゴラ革の製造は後ߕ
ड़のφッパ革に類ࣅしているが、水性の
いカーϑ革やキッド革のվ良版とも言え
る。༽皮やࢁ༽皮をା物や手ା用にも加工
した。ドンゴラの໊শはアϑリカのφイ
ル川流Ҭの໊にҼんで付けられた10）。こ
の方では、アラϏア人も住んでおり、൴
らの鞣製法がヨーロッパにわり、1840年
代の終わりに、明で前鞣しをしてから、
カςキューで鞣す方法が普及した。その
後、アメリカでドンゴラ鞣しとして発లし
た11）。ドンゴラ革が大量に生産されるよう
になって、1890年代には、シϟϒロー革の
生産を制した。しかしドンゴラ革も20ੈ
前にはクロム鞣しの発లにって、グل
レイス革と同様にクロム革に取って代わら
れた。

皮を生石灰と硫化ᛜ素で脱毛し、糞ڇࢠ
やᴃ

ㆵ㆙ㆾ

で、後にオロϙンを用いてϕーチン
グを行う５）。カςキューまたはガンϏアと
明、塩のࠞ߹ӷでパドルを用いて鞣製す
る。ೱ度を7 B˃,からしだいに40 B˃,くら
いにߴめる。水切り後、ڕ༉とࠎ༉のࠞ߹
༉で加ࢷをし、ס૩する。肉面を薄い鞣し
ӷで࣪らしてる。スマックとスルϑΥン
化έϒラチオ、チΣストφット等でドラム
を用いて࠶鞣する。ผの方法として、ࠞ߹
ӷを用いずに、まず明で鞣し、࣍にカς
キューまたはガンϏアで࠶鞣するか、ある
いはそのٯで行うこともある51011鞣࠶。（12
した革はס૩し、スςーキングしてから、
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2ճ目の加ࢷをする。オリーϒ༉と୫༉、
σグラス、ߗ石ݨ、ϗウ࠭のࠞ߹ӷを用い
る。છ৭はオーラϛン（ԫ৭છ料）を加ࢷ
ӷにఴ加して行う。水切り後、൘の上に
͛て、ϒラシでછ料をృ付し、さらに؊༉
と٭ڇ༉のࠞ߹༉あるいはѥຑਔ༉を銀面
にృる。スςーキングとグレージングを行
う。ࠇ৭に上͛る߹は、࠶鞣のࡍ、ス
マックや他のエキスの代わりにログウッド
やレッドウッド等のエキスを用い、ॏクロ
ム酸カリウムと少量のアルカリでഔછし、
硫酸మや硫酸ಔの溶ӷでࠇ৭にする５）。࠷
終తな上͛はޫの有る無しによってҟ
なる。前ऀはニグロシンで薄く着৭した݂
ӷをృ付し、ػցでԒ出しをする。後ऀは
૩後、アイロンあるいはロールֻけを行ס
い、銀面にσグラスと्ࢷ、ϫックスのࠞ
߹ӷをృり、厚ࢴにڬんで加圧する。深ࠇ
৭のくすんだޫの柔ೈな革ができる。

̑ɽγϟϒϩʔֵ
シϟϒロー革（$heWSeauledeS）はࢁ༽

皮をクロムで鞣し、ࠇやന、その他のいろ
いろな৭にછ৭し、靴のߕ革用に上͛た
革であり、その特はฏでޫのあるඒ
しい銀面である。特にࢁࢠ༽の革はڃߴ品
としてධ価されていた。ࢁ༽皮は乳頭層が
ਅ皮の分をめるためৎ夫であり、さら
に銀面がݎくຎ性があるので、上͛
のグレージングによりޫを出すのが༰қ
である。銀面様はݸの毛݀が状に࿈
なり特৭がある。毛೯が深く入っているの
で、通気性がありߕ革にదしている。

ಠ語のシϟϒロー（$heWSeau）は語
$heWSe（ࢁ༽）に由来し、小ࢁ༽あるいは
एいࢁ༽のみを指し、英語のキッド（,id）
に૬当する。シϟϒロー革はその໊শの由
来がࣔすように、19ੈل後ϑランスで発
లし、特にパリで多量に生産され、外国に

も༌出された̒）。しかし当࣌のシϟϒロー
革はクロム鞣しではなく、グレイス鞣しを
行い、ߕ革に上͛られていた。この革は
肉面が҉੨৭で、銀面がೱࠇ৭であるのが
特తであった。২物タンニン鞣しとൺֱ
して、柔ೈであり、なおかつ༏ඒな外؍を
ఄしていたので、特に්人靴のࡐߕ料とし
てධが良かった。ϑランスでは、この製
法がൿີにされていたが、他の国でいろい
ろと฿された。

1884年にアメリカのシュルπがクロム鞣
しのೋཋ法を࣮用化し、1887年にはシϟϒ
ロー革の製造に応用され、その後、技術త
発లにより、ϑランスのシϟϒロー革に༏
る革が製造されるようになり、࣍ୈに普及
し、ついにੈ界のओ流となった̒ɼ13）。一方、
グレイス鞣しのシϟϒロー革は࣍ୈにࢢ
から消ࣦした。

、皮のओཁな産は東インド、中国༼ࢁ
ೆアメリカ、アϑリカであり、ओにס皮
で入ՙするので、水௮けが3ʙ5日と長くか
かり、バクςリアのൟ৩によるଛইのݥة
がある。そこで新な水をසൟにަする
か、あるいは性ιーμ（水酸化φトリウ
ム）や酸ιーμ、硫酸ιーμをס皮ॏ量
の0�5ʙ1ˋఴ加して水戻しをଅ進させる。
脱毛はݹくから行われている石灰ɾ硫化
ιーμ法や新しい酵素処理法による。脱灰
には、有ػ酸を含む商品໊がプルガトー
ル、カϏット、σカルタ等の脱灰剤を使用
する。20ੈلॳめまでは、糞ϕーチングが
ઐら行われていたが、その後、酵素剤のパ
ンクレオールやオロϙンを利用した。酵素
法はਗ਼ܿさや作用のۉ質性などからੈ界中
に普及した。

クロム鞣しは、一ཋ法よりも作業が雑
であるが、ඒしく៛ີでฏな銀面がಘら
れるೋཋ法が一般తであった。ಅ水に
えられるところで鞣しはྃする。ཌ日取
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り出してഅֻけ、水ߜり、シΣーϏングを
行い、さらにϗウ࠭またはιーμ灰で中和
してからછ৭ɾ加ࢷを行う。

છ৭にはアニオン性の酸性છ料や接છ
料、ۚ ଐછ料が用いられる。感触やॆ࣮性、
めるために、ガンϏア、スマッߴછ性をۉ
ク、

ㆨㆄ

ජ
ㆲ

などの২物タンニンをซ用するこ
ともある。シϟϒロー革の特తなࠇ৭を
出すために、ログウッドとアイゼンシュバ
ルπ（ログウッドと硫酸మからなるછ料）
を用いる14）。加ࢷは水溶性のエマルジϣン
（乳化剤）を用い、ドラムで行われるが、
スルϑΥン化༉がಋ入される1920年代まで
は、٭ڇ༉に石灰石ݨやマルセーϢ石ݨ、
ཛԫを乳化剤として用いていた。ס૩前に
乳化していない༉を銀面にృり、しなやか
さをߴめる。ס૩した革はスςーキング
し、さらにཛアルϒϛンやѥຑਔ༉などの
ޫ剤を銀面にృり、グレージングして
上͛る。ࢁ༽皮の代わりに༽皮を用いた革
はシΣϒレッς（$heWSette）とশしたが、
シϟϒローの៛ີさには及ばなかった。

̒ɽφούֵ
φッパ革（NaQQa leatheS）はࢁ༽や༽

の皮にグレイス鞣しを行った後に、ओにガ
ンϏア（২物タンニン剤）で࠶鞣した革で
ある。ඇৗにৎ夫で柔らかいのが特であ
り、手ାや衣料に使用された。クロム鞣製
の発ୡにより、ガンϏアの代わりにクロム
で࠶鞣されるようになった。当ॳはクロム
鞣革をクロムφッパ革とশしたが、近年࠶
では多くはクロム単ಠ鞣しで製造され、
皮から製造された柔ೈな銀付き革もφッڇ
パ革と言われ、靴などに使用された1516）。
φッパ革の໊শは1870年頃アメリカのφッ
パ（カリϑΥルニアभ）で製造されたこ
とに由来し、その後、ヨーロッパに普及し
た10）。

φッパ革のオリジφルな製造方法は発
法で脱毛した༽皮を食塩と性カリനؠ
石のࠞ߹ӷにਁ௮してから、ߗ石ݨとڇ
૩すס༉のࠞ߹ӷにਁ௮し、取り出して٭
る16）。༉がे分ਁಁするまで、石ݨと༉の
ࠞ߹ӷのਁ௮とס૩を܁りฦし、࠷後に
新な水でચড়し、ס૩してからスςーキ
ングを行う。銀面が通ৗଛইしているの
で、肉面をۚ߶࠭ϗイールでバϑΟングし
て上͛る。これをϗϫイトφッパ革とশ
する。明るい৭の革をむ߹は、明と
スマック、オークバーク、食ࢠのࠞ߹ӷ
で鞣し、鞣剤自身のఱવ৭を着৭させる
か、あるいはアニリンでછ৭する。ϒルー
ϖイストを用いて҉੨৭にછ৭し、肉面を
バϑΟングし、銀面をグレージングおよび
アイロン上͛をした革をϒラックφッパ
革とশする。

グレイス鞣し革からの製造はԹ塩水でચ
ড়し、աの鞣ӷ分を除去する。酸性છ
料でછ৭し、その間に少量のアンモニアを
ఴ加してછ料のݻ着をଅ進する。ガンϏア
で鞣製するが、代わりにカςキューやϛロ
Ϙランも用いられる。また鞣剤の持つ৭ௐ
以外の৭ௐをٻめる࣌には、ϔマチンやԫ
木エキスをซ用する。さらに塩基性છ料で
છ৭し、ॏクロム酸カリをഔછ剤としてఴ
加する。ガンϏア࠶鞣後に、ॏクロム酸カ
リ処理をしてから塩基性છ料のみでછ৭す
る߹もある。ཛԫを用いて加ࢷを行い、
。上͛をする૩をしてס

φッパ革はޫ性やચ୕性に欠けるの
で、衣料革用には、クロムで࠶鞣する10）。
中和してからਁಁܕのછ料（クロムࡨ塩છ
料）でછ৭し、Ϊ酸でݻ定する。ݎ࿚性の
ࢷ剤を用いて加ࢷいછ料をఴ加する。加ߴ
をする。ృ上͛も一般తに行われる。
衣料用革にはコロイドછ料、手ା用革には
カゼインછ料が用いられる。
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モカ革（.oDha leatheS）は手ା用革と

して用いられた。この革はアϑリカ原産
のϔアシープ皮にグレイス鞣しを行ってか
ら、銀面をࡉくݜのように起毛させたϏ
ロード状の柔らかくてৎ夫な革である。モ
カ革の語ݯはスϖイン語の.oDha（ࣛࣁ）
に由来する。元々、ೆアメリカの先住ຽが
の皮を起毛させて柔ೈな衣料用に加工ࣛࣁ
しており、それがアメリカࢢに出ճり、
上質の手ା用革の製造のきっかけになった
1015）。原料として、薄くてۉ質なࣛ皮は大
量にಘられず、またߴ価なため、ओに༽や
の皮が用いられた。Ϗロード状の柔ら༼ࢁ
かい感触は銀面の除去によってಘられた。
一般తには銀面ଆの線維が肉面ଆのものよ
りも៛ີでࡉく、肉面を起毛させるスエー
ド（4uede）よりඒしい表面がಘられる。

元々のモカ革はグレイス鞣しを行った革
であったが、20ੈلॳめのクロム鞣しの普
及にい、グレイス鞣しӷにクロム塩をఴ
加し、あるいはグレイス鞣しの後で、クロ
ム࠶鞣を行った。20ੈل中頃には、クロム
鞣法がओ流となった。このクロム革は࠶
性や水性に༏れているが、元々のグレٱ
イス鞣し革特有のらかさとԒ、やかな
৭ௐ、柔ೈ性はಘられなかった。

છ৭はݹくはओに木ࡐછ料とۚଐഔછ剤
を用いた刷毛ృりであった。表面がϕネ
πΟア৭でཪ面がന৭のڃߴ品はϕネ
πΟア革（7ene[iana）という໊শでま
れた15）。クロム࠶鞣革ではドラムછ৭がओ
流になった。છ৭しס૩した後に、ܰ石で
毛Ӌ立て、刷毛あるいはローラーでฏに
する。石（タルク）のซ用がしなやかさ
を༩える。

̔ɽ·ͱΊ
後にクロム鞣しが։発され、20ل19ੈ

ॳめにはੈ界తに普及した。クロムلੈ
単ಠ鞣しの他に、他の鞣剤とのコンϏネー
シϣン鞣しによって、用్に応͡たछ々の
革が製造された。クロム革はそれまで普及
していたタンニン革やアルϛニウム革に代
わってߕ革やା物、手ା、衣料等に使用さ
れた。
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